
03
復旧・復興支援活動



岡山大学災害ボランティア支援センター（OVC）活動報告 

 

2019.3.11 

１． OVC経緯と活動内容報告 

これまでの岡山大学災害ボランティア支援センター（OVC）の活動概要は次の通り。 

のべ 77名の学生・教職員が OVCの運営した活動に参加した。またボランティア説明会ならびに

随時 OVC にて学生・教職員対象にボランティア活動にあたっての注意点や手順などの事前説明・

ボランティア登録を行った。（7 月 11 日ボランティア説明会で登録した分を除き）累計で平成 31

年 3月 1日までに 128 名（うち教職員 4名）が登録している。 

 

日時 内容 備考 

2018.7.11（水） ボランティア説明会、学生 237名が参加  

7.17（火） OVC（仮）活動開始 

日本財団学生ボランティアセンター（Gakuvo）と

の包括連携協定締結 

教職員・学生有志に

よる運営体制 

 

7.21（土） 総社へのボランティア送迎バス 

参加者 13名（うち教職員 2名） 

Gakuvoと連携 

7.24（火） OVC が危機対策本部の下に設置される  

7.28（土） 岡山市東区へのボランティア送迎バス 

参加者 17名（うち教職員 2名） 

Gakuvoと連携 

岡山市取材 

8.4（土） 倉敷市真備へのボランティア送迎バス 

参加者 32名（うち教職員 5名） 

Gakuvoと連携 

8.7（火） ボランティア座談会 

学生 3名（うち留学生 1名）と教員が参加 

広報室主催 

8.20（月） 被災地の中高生を岡大に受入れ 

参加学生 5名（ほか教育学部より数名） 

Gakuvoと連携 

11.7（水） 災害ボランティア活動（ワークショップ） 

参加学生 6名（ほか教職員 4名） 

OVC主催 

11.17（日） 「平成 30年 7月西日本豪雨災害学生ボランティア

報告会」に学生発表（教職員を含む多数参加） 

大学コンソーシアム

岡山主催 

 

２． OVC窓口の無人化 

平成 30 年 12 月 28 日より，一般教育棟Ａ棟１階の OVC 窓口を無人化し、電話・メール連絡に 

よる対応に切り替えた。 
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３． 教訓と反省 

 OVC が本学危機対策本部の直下で活動できたことにより、迅速な意思決定が可能になったと

ともに関係部門（安全衛生部・学務部・総務部・広報室・財務部等）からの多大な支援を頂き

ながら活動できたことは、大変ありがたかった。 

 発災後早期に日本財団学生ボランティアセンター（Gakuvo）と協定を締結し、リソース（バ

スチャーター費用、器材等）を得られたのはよかった。一方でそのリソース以外の活動を制

限する結果ともなってしまった感もあり、他のリソースを模索することができればよかった

かと感じる。 

 活動内容が、自治体ボランティアセンター下で泥かき等の労働力拠出という内容に偏ってし

まった。一部で地域の NPO 等と連携した被災者のニーズ調査等も行ったが、こうした活動を

大学としてより行っていければよかったと感じる。 

 OVC の活動への教職員の協力を広く呼びかけることが徹底できず、一部教職員に過度の負担

がかかってしまったともに、活動内容と量が制約されたことは反省すべき点である。 

 有志の学生が活動に参加しただけでなく、事前説明の実施や活動企画・広報等、センターの

運営に大きな力を発揮してくれたことは特筆すべき点である。 

 被災地支援に頑張る学生も心身のストレスや悩みを抱えており、大学としてそのケアをより

注意して行うべきであった。 

 参加した留学生含めた学生が現地で学んだことは多く、こうした地域での学びを「ボランテ

ィア」だけでなく、教育としても取り入れていく必要があると感じた。 

 発災後の情報が限られた状態下において、外部の NPO 等のネットワークからの被災地情報は

活動に役立った。 

 11 月に実施した大学コンソーシアムの報告会では、県内大学がそれぞれの専門性や強みを活

かして活動を行ったことを知る貴重な機会となった。こうした交流を進めていくことが、参

加した学生の学びにもつながるであろう。 

 教育学部による学習支援等、OVC 外での学生・教職員によるボランティア参加も多数あった

が、その全体が把握できなかった。ボランティアという活動の性質上、全てを知ることは難

しいが、何らかの方法を検討してもよいかと感じた。 

以 上 
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  ＊９月４日(水)は台風のため倉敷市ボランティアは無し。＊９月２６日（水）以降は予定 
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■■■■第第第第３３３３回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会（（（（１１１１月月月月３０３０３０３０日日日日）））） 
■■■■第第第第３３３３回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会（（（（１１１１月月月月３０３０３０３０日日日日）））） 
 

■■■■第第第第１１１１回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会（（（（１１１１１１１１月月月月２１２１２１２１日日日日）））） 

■■■■第第第第２２２２回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会（（（（１１１１２２２２月月月月２２２２００００日日日日）））） 
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委員会では、３ 月に正式な計画決定を目指した。 

 

■■■■第第第第４４４４回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会（（（（３３３３月月月月１８１８１８１８日日日日））））とととと答申提出答申提出答申提出答申提出（（（（３３３３月月月月２０２０２０２０日日日日））））    
    

3 月 18 日、５ 年 間 に わ た る 復興計画策定に向けて 最終の議論がなされ、多くの意見が出される 
 

なか、大筋で合意形成がなされた。 
 

これを受けて、3 月 20 日、倉敷市庁舎において、倉敷市真備地区復興計画策定委員会三村  聡委員 
 

長が、倉敷市真備地区復興計画の策定について、「真備地区復興計画（案）」として答申を住民代表 
 

として読み上げ、伊東香織市長に提出した。 
 

伊東市長から、最善を尽くして取り組む趣旨の決意表明が伝えられ、市は、これを踏まえて、平成 31 
 

年 3 月末に「真備地区復興計画」を策定した。 

  

 

■■■■第第第第３３３３回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会回倉敷市真備地区復興計画策定委員会（（（（１１１１月月月月３０３０３０３０日日日日）））） 
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